


民間事業者の撤退により荒れ地となった 112 ヘクタールにおいて、神奈川県は 2008 年「土地本来に生育する常緑
広葉樹林に再生する」こととして、市民による協働参加型の活動をスタートしました。
これを受け、植生復元の専門家である一般社団法人Silva（シルワ）は、荒廃した土地にいきなり苗木を植えるのではなく、
まずは土壌を整備してから木を植えて、森を育てる取組を実践しています。また、年 2 回の植樹会の開催と通年での
一般ボランティアの体験参加を受け入れ、森づくりの必要性と大切さを多くの人が体験できる場づくりも行っています。
さらに、これらの活動をつないでいくための次世代育成の人づくりにも力を入れています。

大 阪 府 堺 市

グリーンベイOSAKA

「市民の命と生活を守る森づくり」をめざして 「荒れた大地の再生と
豊かな森林を未来につなぐ人づくり」をめざして

神奈川県横須賀市

一般社団法人Silva

緑

の募
金について

緑化活動のなかでも、沿岸部での森づくりは時間が掛かり長期にわたるものですが、この活動を長い

スパンで支援してくれている「緑の募金」は、たいへん貴重なものです。今後も地域社会と連携を取り、

一人でも多くの市民の方が、この森を訪れ、親しみ、健やかに暮らせる身近な森にすることを目指します。

緑

の募
金について

歴史ある緑の募金の助成を受けていることで、団体の活動自体が社会的信用を得ることができ、

活動を対外的に PR する上でたいへん助かっています。

植林活動には造園の専門家も参加をして、土壌改良をはじめとした造園の知識と
技術を活用した森づくりが進められ、関係者も驚く速さで成長しています。また
ユニット混植方式を行うことで、一般的な植樹より苗木の本数や草刈や間伐などの
維持管理コストの削減に役立っています。

廃棄物の埋立地という特殊な土壌でしたが、造園技術を活用
した土壌の改良により、造成当初に植樹した苗木は現在 10m 超
まで成長し、自然林のような状況になり、タヌキの生息や
タカ類のチョウヒの姿も確認されるようになっています。

第 15 回グリーンベイ植樹会はコロナ対策の関係から、
当初予定の半数の60名のボランティアの参加で開催しました。

K A N A G A W A

O S A K A

一般社団法人Silvaの緑化活動は、

この項目を中心に実践されています。
SDGs

植樹地の土壌や植物の出現傾向等の調査や植樹地の水脈改善、
土壌の改良を行い、土地に適した樹種の植樹を行っています。

地元の人々が参加する植樹会を継続的に実施したところ、地元の
関心も高まり、年々、参加の輪が広がっています。

2017 年 4月からスタートした「森林再生指導員認定制度」では、
森づくりを未来へつなぐための地域のリーダーを育成する
ことを目的に、知識の詰め込みだけでは分からない現場重視の
体験型の研修を実施しています。

3ｍのサークル内に、さまざまな種類の
苗木を植え、草刈などを省力化できる
ユニット混植方式を実施しています。

大阪湾に面した埋立地（堺第 7-3 区）は、産業廃棄物最終処理場として、1974 年から 30 年間に渡り廃棄物が埋めれた後、
覆土により完成した土地です。
2008 年、グリーンベイOSAKA は、この地を「共生の森にしよう！」と第 1回の植樹会の開催を機に活動をスタートし、
2021 年 11 月の植樹会までに合計 15 回の植樹会を行い、植樹面積 15,860 ㎡・植樹合計本数 8,854 本となり、順調に
森が育っています。また、これらの森は、将来発生が予想される南海トラフを震源とした巨大地震が発生した場合の
津波被害を減らす海岸防災林としての役割も期待されています。

写真：大阪港湾局 提供

グリーンベイOSAKAの緑化活動は、

この項目を中心に実践されています。
SDGs



歩道の整備

15
山梨県

親子参加による竹林整備

01
滋賀県

森林の活力を支えるため、植樹や下刈り、間伐などを地域住民とボランティアの人々が一緒になって行っています。

森と人を元気にする活動を応援！自然災害被災地の復旧や緑化を応援！

体験を通じて「私たちの生活において、森林がいかに重要な役割を担っているのか」を知り学んでもらうことを目的に、
森や里山での「体験学習」を行っています。

持続可能な森づくりをめざし、だれでも参加できる安全で楽しい森づくりを実施するため、人材育成を行っています。

大きな被害を受けた被災地域で、防災林等の森林整備や居住地域周辺、学校周辺の緑化を行っています。

間伐作業体験

親子参加による広葉樹の植樹

SDGsとは、2030年に向けて世界が合意した「持続可能な開発目標」です。

森づくりのリーダーを育てる活動を応援！子どもたちを育む自然体験活動を応援！

小学校での森林環境学習

02
静岡県

03
秋田県

04
栃木県

薪割り体験

流失した斜面林の復旧作業

05
大阪府

海岸防災林の植樹

06
千葉県

台風被害地での植樹

07
鹿児島県

作業道作設講習

08
北海道

下刈り作業の事前指導

09
京都府

草刈機の安全講習

11
奈良県

チェーンソーの安全研修

10
兵庫県

里山再生のための植物調査

14
埼玉県

12
長野県

竹を利用したベンチづくり

16
東京都

憩いの森の景観整備

13
石川県
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2020 年度は、

全国172カ所の

活動を支援しました！

「緑の募金」の活動は、SDGsへの貢献　にもつながります！



SDGs 貢献使途限定募金 のながれ

審査の上、
春期は 12 月末、
秋期は 8月 10 日までに
採用可否を通知します！

採用された応募者は、
WEB 上に公開する
候補事業の
アピール情報を
データで提出！

年２回（春期・秋期）事業候補の募集
募 集 期 間

日
日
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～

事業アピールシートの提出
提 出 期 間

春期
秋期

日
日
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月
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日
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月
月
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～

カンボジア
Cambodia

マ  リ
Ma l i

西アフリカに位置するマリ共和国の首都バマコ周辺の地域で、森林の再生と保護を目的にした
住民たちによる植樹活動を支援しています。

カンボジア国コンポンチャム州は、森林密度が非常に
低く、洪水や干ばつ等の気候変動の影響を受けやすい
地域です。このため、寺院、小学校を中心とした植林
活動や森林保全に関するワークショップの開催を支援
しています。

マリ共和国

カンボジア王国

2020 年度は、

海外33カ所の活動を支援しました！

海外での森林保全活動を応援！
海外の森林荒廃が進む地域での環境改善のための植樹活動や地域住民への普及啓発を行うとともに、生活向上のための

苗木づくりや苗木の配布などを支援しています。
緑の募金「SDGs貢献使途限定募金」を実施しています！
SDGs達成への貢献に使途を限定した

「緑の募金」の活動と関係が深いSDGs目標！

緑の募金では、森林ボランティアによる森林づくり活動や森林・里山の保全、資源の循環的な利用の支援を続けるなか、
全国的又は国際的な見地から行われる森林保全・緑化推進活動のうち、SDGs 目標の達成に貢献する活動として、
下記のテーマを対象に「SDGs 貢献使途限定募金」を実施しています。
　・  安全・安心な生活環境の保全への貢献
　・  気候変動対策への貢献
　・  生物多様性の保全と回復への貢献
緑の募金の優先寄付先として目標額（資金計画の中の「緑の募金交付金」額の 5 割）が寄せられた事業については、
緑の募金交付金により助成支援を行っています。

6 11SDGs目標
7 13SDGs目標

14 15SDGs目標

緑の募金は、地域のシンボルである樹木や
人々が集う森林の保全活動を支援 緑の募金は、子どもたちを育む自然体験活動

を支援

緑の募金は、水源地での植樹、保全活動を支援

緑の募金は、生物多様性の保全につながる
森づくりを支援

緑の募金は、持続可能な森づくりに必要な
「森づくりリーダー」の人材育成活動を支援

緑の募金は、木材活用や森林保全活動での
間伐材や伐採竹の再利用を支援

緑の募金は、学校募金・家庭募金・街頭募金・
職場募金・企業募金などによって実施

緑の募金は、自然災害被災地域での森林整備
や住居地域周辺、学校周辺の緑化活動を支援

緑の募金は、森林の活力を支えるための植樹
活動や下刈り、間伐などの保全活動を支援

緑の募金は、森林荒廃が進む海外での森林
環境改善のための植樹活動や地域住民への
環境教育を行うと共に、生活向上のための
苗づくりなどを支援

緑の募金のWEB 上
および各実施団体の
WEB、SNS 等で
候補事業への支援を
企業、個人へ呼びかけます！

クラウドファンディング実施
募 集 期 間

日
日

31
31

5
10
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月
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～
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春期
秋期

団 体 A助成先候補 団 体 B助成先候補 団 体 C助成先候補

助成先候補選定 選択・決定

適宜、寄付者への情報提供やイベント案内等を行っています。

情報提供・活動報告

寄　付
領収書発行

応　募
助　成

情報提供・活動報告

団 体 B

私たちは
団体Bの活動を
応援しよう！

寄 付 者






